


（２）　住宅の居住世帯の有無

　「居住世帯のある住宅」は293,300戸で、総住宅数の86.7％を占め、空き家、建築中の住宅などの

「居住世帯のない住宅」は44,900戸で13.3％となっている。

　居住世帯のない住宅のうち「空き家」は43,300戸で、平成20年から7,600戸（21.3％）増加している。

　空き家の内訳をみると、「賃貸用住宅」が空き家全体の39.7％を占め、別荘などの「二次的住宅」が

2.8％、「売却用住宅」が2.1％などとなっている。

　　注）　空き家率・・・総住宅数に占める空き家の割合
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●居住世帯のある住宅は総住宅数の８６．７％
●総住宅数の１２．８％は空き家

図２ 空家数・空き家率の推移（昭和５３年～平成２５年）

図３ 空家の内訳（平成２５年）
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　（２）　住宅の建て方

　平成25年の住宅の状況を住宅の建て方別にみると，一戸建が214,900戸で住宅総数の73.3％

を占め，長屋建が7,900戸で2.7％，共同住宅が69,400戸で23.7％，その他が1,100戸で0.4％となっ

ている。

　平成20年と比較すると，一戸建は4,900戸の増加，長屋建は1,400戸の減少，共同住宅は3,500戸

の増加となっている。

表２　　住宅の建て方別住宅数（昭和５３年～平成２５年） 　　（単位：戸、％）
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図６ 住宅の建て方別割合の推移（昭和５３年～平成２５年）
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　住宅の建て方を共同住宅の階数別にみてみると、１階建住宅が0戸、２階建住宅が35,200戸で50.7％、

3～5階建住宅が22,800戸で32.9％、６階建以上の住宅が11,500戸で16.6％となっていて、県内の高層

住宅化が進んでいる。

表３　　共同住宅の階数別住宅数（昭和５３年～平成２５年） （単位：戸、％）

注）　　　（　　　）内は総数に占める割合。

注）　　　共同住宅とは、一棟の中に二つ以上の住宅があり廊下・階段などを共有しているものや、二つ以上の住宅
　　　　を重ねて建てたものをいう。

注）　　　数値は10位を四捨五入しているため、総数と内訳の合計は必ずしも一致しない。

図７　　共同住宅の住宅数の推移

　　　（昭和５３年～平成２５年）
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●進む共同住宅の高層化



図８　　共同住宅の階数別住宅数の割合

　（３）　住宅の建築時期

　住宅を建築時期別にみると，「昭和56年～平成2年」に建築された住宅が53,700戸で全体の

18.3％を占め，「平成21年～平成25年9月」に建築された住宅は22,300戸で全体の7.6％を占

めている。

　また，昭和56年以降の約32年間に建築された住宅が総住宅数のおよそ約6割を占めている。
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図９ 建築の時期別住宅数（平成２５年）

●昭和５６年以降に建設された住宅が約６割
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　（４）　住宅の規模

　平成25年における住宅の1住宅当たり居住室数，居住室の畳数及び延べ面積をみると，
1住宅当たり居住室数は5.49室，居住室の畳数は38.76畳，延べ面積は118.31㎡となって
いる。

表４　　住宅の１住宅当たり居住室数，居住室の畳数

        延べ面積及び１人当たり居住室の畳数（昭和58年～平成25年）

　（５）　住宅の設備

　省エネルギー設備等のある住宅についてみると、「太陽熱を利用した温水機器等」のある住宅は
40,800戸で、住宅全体の13.9％となっており、平成20年に比べ6,000戸減少している。
　また、「太陽光を利用した発電機器」のある住宅は22,100戸で、住宅全体の7.5％となっており、
平成20年に比べ13,400戸増加している。

図１０　　省エネルギー設備等がある住宅の割合（平成２０年、２５年）
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●「太陽熱を利用した温水機器等」がある住宅は１３．９％
●「太陽光を利用した発電機器」がある住宅は７．５％
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